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医療施設に受診、または入院した小児を対象とした海外の文献に限られていた(Sosothikul, J Pediatr 
Hematol Oncol 2007; Monagle, Thromb Haemost 2006. )。そこで日本人小学生で血液凝固線溶系マー
カーと体格・心血管危険因子の累積との関連を調査した。 
(対象と方法) 































いて議論を深める必要性が指摘された。今回選択した凝固線溶系マーカー：PAI-1, Fibrinogen, FVII, 
FX, protein C, protein Sはそれぞれ凝固系・線溶系・線溶を抑制する代表的な指標であり、肥満やメタ
ボリックシンドロームで変動し、成人で心血管疾患のリスクを上昇させると言われているものの、凝固
系マーカーとして優れた指標の 1つである FVIIa(activated factor VII)やトロンビン産生増加を反映す




平成 26 年 12 月 19 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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